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Ⅱ 各分野における参照基準の作成の手引き 
 

参照基準の基本的な構成項目は以下の通りとするが、各分野の事情に応じて、６として独自の

項目を設定したり、適宜参考資料等を付したりすることも可能である。 
 
 1. 当該学問分野の定義 

 2. 当該学問分野に固有の特性 

 3. 当該学問分野を学ぶすべての学生が身に付けることを目指すべき基本的な素養 

4. 学習方法及び学習成果の評価方法に関する基本的な考え方 

5. 市民性の涵養をめぐる専門教育と教養教育との関わり 
 
なお、参照基準の作成に当たっては、関連する学協会の参画や、大学の多様性が適切な形で代

表されること、若手世代や職業人、隣接する他分野、さらには全く異なる分野の人の意見を聞く

ことなど、審議メンバーの構成や審議手続きにおける適切さを確保するための措置が重要である。 

また、実際に開設されている各大学の教育課程や諸外国での状況、関連する学協会の取組み等、

基礎的な関連情報を適切に収集し、吟味することも重要である。 

 

１．当該学問分野の定義 

当該学問分野について簡潔な定義を行う。学問分野としての実質的な自己同定は次の２で行う

ので、他分野との境界線が明確である分野については、ごく簡単な記述でも構わない。必要に応

じて隣接分野との関連についても適宜、言及を行う。（Ａ４用紙（４０字×４０行）１枚程度に

収める。） 

 

２．当該学問分野に固有の特性 

学問とは、世界（人間、社会、自然）を知り、世界に関わるための知的営為であり、それぞれ

の分野に固有の世界の認識の仕方、世界への関与の仕方が存在している。学生に何を身に付けさ

せることを目標にするにせよ、当該分野の固有の特性に根差したものでないならば、カリキュラ

ムの体系性と構造の適切さが拠って立つ基盤自体に合理性が存在しないことになってしまうだ

ろう。  

従来、ともすれば暗黙的に理解されてきた各分野に固有の特性について、学術的な観点からし

っかりと同定することは、参照基準全体の妥当性と、それを参照して編成される各大学のカリキ

ュラムの妥当性とを根底で支える基盤となるものである。必要に応じて当該分野の基本的な知識

や理解を具体例に用いながら、一定の厚みのある記述を行うものとする。（Ａ４用紙２～３枚程度） 

 

３．当該学問分野を学ぶすべての学生が身に付けることを目指すべき基本的な素養 

２で記した当該学問分野に固有の特性を踏まえて、当該学問分野を学ぶすべての学生が身に付

けることを目指すべき基本的な素養を、以下の項目に沿って同定する。 
 

(1) 当該分野の学びを通じて獲得すべき基本的な知識と理解 

(2) 当該分野の学びを通じて獲得すべき基本的な能力 

a 分野に固有の能力 

b ジェネリックスキル 
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各項目において基本的な素養を同定する際は、その分野の学びを通じて、学生が今後「それぞ

れの人生」で成長していく基礎として、学士課程教育においてどのような能力を培うのかという

観点に立ち、徒に項目を多数列挙することはせず、中核となるものに絞り込む。（各項目につい

てＡ４用紙１～３枚程度） 
 

（１）当該分野の学びを通じて獲得すべき基本的な知識と理解 

①  「基本的な知識と理解」を基本的な素養として同定するに当たっては、原則として、当該

分野の知識や理解に関して、「何かを説明できる」という形で記述する。 

② 「基本的な知識と理解」とする事項を列記する際は、以下の２つの基準によって精選する。 

ⅰ 各大学の教育の自主性・自律性を尊重し、あり得べきカリキュラムの多様性を損なわな

いこと。このため、同定された「基本的な知識と理解」が意味することになる、各分野で

の学びの内容・領域は、当該分野を構成する基本的な柱となるものに限定するとともに、

事実上特定の授業科目の開設を必須のものとしないよう、一定の抽象性を持たせた記述と

する。 

ⅱ 次節の a「分野に固有の能力」を培うために必要不可欠と考えられる範囲に限定するこ

と。重要なことは、学生に「能力」を培うことであり、知識と理解の獲得は、あくまでそ

のための手段として位置付けられるものである。 
 
（２）当該分野の学びを通じて獲得すべき基本的な能力 

① 「基本的な能力」を基本的な素養として同定するに当たっては、原則として、「何かを行

うことができる」という形で記述することとし、以下の区分にしたがってそれぞれを書き分

ける。 
 
ａ 分野に固有の能力：専門的な知識や理解を活用して、何かを行うことができる能力 

ｂ ジェネリックスキル：分野に固有の知的訓練を通じて獲得することが可能であるが、   

分野に固有の知識や理解に依存せず、一般的・汎用的な有用性を持つ何かを行うことがで

きる能力 
 
② 「基本的な能力」を同定するに当たっては、それらの能力が、現実に人が生きていく上で

どのような意義を持つのかということが具体的に説明されることが必要である。 

以下の各項目で「能力」を幅広い観点から捉えていることを適切に踏まえて、各分野の特

性に沿って、どのような局面において、どのような意義のある、どのような能力を学生に身

に付けさせるのか、明確に理解できる形で記述する。 

ⅰ 「能力」が意義を持ち得る局面には、職業生活の局面もあれば、公共的な課題に関わる

市民としての生活の局面もあり、あるいは何らの属性をも捨象した人生そのものも含めて、

多様な局面があり得ることを考慮する。 

ⅱ また、直接的・価値中立的な「能力」だけでなく、例えば、「～に関して適切な判断が

できる／～に即して適切に理解できる」など、価値観・倫理観や知的座標軸の形成に関わ

るものも含む幅広い「能力」を検討する。 

ⅲ 職業上の「能力」に関しては、さらに以下のように多様な局面が考えられることも考慮

する。 

ⅲ-1 分野に固有の知識や理解の活用能力が、そのまま特定の職業にとっての専門能力と
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なる場合 

ⅲ-2 ものの見方・考え方など、分野に固有の知識や理解の活用能力が、緩やかな形で職

業上の有用性を持つ場合 

ⅲ-3 分野に固有の知的訓練を通じて獲得されるが、分野に固有の知識や理解に依存しな

い能力が、一般的・汎用的に職業上の有用性を有する場合（ジェネリックスキル） 
 
※ 市民としての「能力」に関しても、ⅲ-1 はなくとも、ⅲ-2 とⅲ-3 のような、能力が有用性を

持つ局面の違いはあると考えられるので、ａとｂとで適切に書き分けるものとする。 
 

③ いずれの能力に関しても、長期にわたる生活を支える基礎を培うという観点に基づいて、

中核となるものに絞って一定の抽象性と包括性を備えた形で記述する。 

 

  ※ 各分野で「基本的な素養」を同定する際には、中央教育審議会「学士課程教育の構築に向けて（答

申）」に掲げられている、「各専攻分野を通じて培う学士力～学士課程教育の学習成果に関する参考

指針～」を適切に参照する。 

※ 専門教育と教養教育とのバランス 

（１）及び（２）を作成するに当たっては、第二部において、学士課程全体で専門教育と教養教育の

それぞれの教育理念のバランスに配慮した学習目標を定めることを求めていることに十分配慮し、専門

教育の観点だけから過剰な内容を記述しないよう留意する。 

 

４．学習方法及び学習成果の評価方法に関する基本的な考え方 

３において、能力を培うことが重要であり、知識と理解の獲得はそのための手段であることを

述べたが、実際に学生が知識と理解をどのように活用できるようになるかは、学習方法（教育方

法）に負う面が大きい。学生の興味を引きつけ、巧みな説明で理解させる授業改善の努力は重要

だが、それだけでは、単なる知識の蓄積や受動的な理解を超えて、実際にそれらを活用できる能

力を形成するまでには必ずしも到らないだろう。基本的な素養として掲げた能力を培うには、学

習方法においてどのような工夫が必要とされるのか、具体的な例示を含めて、基本的な考え方を

示すものとする。 

学習方法の重要性は、直ちに学習成果の評価方法の重要性につながる。学習方法を工夫しても、

学習成果の評価方法が、単に知識や理解を問うだけのものであれば適切な評価にはならないし、

また、適切な学生成果の評価方法が示されることは、学生が自らの学習方法を改善する上でも重

要な役割を果たすだろう。学習成果の評価方法についても、具体的な例示を含めて、基本的な考

え方を示すものとする。（それぞれについてＡ４用紙１枚程度） 

 

５．市民性の涵養をめぐる専門教育と教養教育との関わり 

第二部においては、「行き過ぎた専門主義の傾向が、民主主義社会を支える人々の共通の価値

基盤を掘り崩すおそれ」を理由として、市民性の涵養を目的とする市民教育が必要とされた歴史

的経緯を述べた（23頁）。 

第二部に述べた通り、教養教育の原点となる理念が市民性の涵養であるとして、そのことと専

門教育との関わりは、分野によって多様であると考えられる。分野の専門教育において、一定程

度ここで言う市民性の涵養を果たし得る分野もあれば、専門教育とは区別される教養教育に多く

を頼まざるを得ない分野もあるだろう。 
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各分野において、第二部の内容を適切に踏まえて、市民性の涵養と、そのための専門教育と教

養教育との関わりの在り方について基本的な考え方を記述する。（Ａ４用紙１～２枚程度）その

際、第二部で、特に専門教育との関わりから見た教養教育の目的として、以下の３項目を掲げて

いる（38頁）ことも参考とされたい。 
 

  ・自分が学習している専門分野の内容を専門外の人にもわかるように説明できること 

  ・その専門分野の社会的、公共的意義について考え理解できること 

  ・その専門分野の限界をわきまえ、相対化できること

 




